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標 高 1650ｍ                 期 日 令和 7年 6月 22 日（日） 

所在地  南砺市利賀と八尾町の境           天 候 曇りのち晴れ   

                     参加者 41 名(男性 17 名・女性 24名） 

GCL I・T  GSL G・I  GSL T・M 

 

6:50 八尾町民広場に全員集合する。 

「数日前から天候も心配されていましたが、みなさんの熱い思いが叶い予定

通り山行できます。」と GCL さんからの挨拶がある。参加人数はキャンセル

が 1名あり本日は 41名の参加となる。 

7:00 車 11台に分乗し、予定より 10分早く出発する。 

7:45 

 

栃谷登山口駐車場に到着する。広い駐車場、豊富な水場、トイレと併用の避

難小屋もある。全員でラジオ体操をして体をほぐし、5 班に別れ各班で点呼

をとる。3班には初参加のお 2人さん一緒に楽しみましょう。 

8:08 出発開始、先頭 1班から順に登山口 

へ進む。百瀬川をすぐに渡り谷沿いに 

登りはじめる。沢からの風が緑の木々を 

揺らし慣れ始めの体にはとても心地よい。 

8:30 小休憩 息をととのえ水分補給する。 

道の脇には白い花をさかせている 2本の 

ギンリョウソウ、これからどんな花に 

会えるのか楽しみです。 

山頂まで 5km、標識登山口より 1km地点に出会う。 

9:00 小休憩 お茶がのどにしみわたる。ふたたびギンリョウソウだ。 

足を進めて標識登山口より 2km地点を通過する。 

9:20 小休憩 このタイミングでありがたい水分補給。 

明るいブナの原生林、時たま風が吹き幹と濃い 

葉っぱを揺らす癒しタイム。 

9:40 片折岳 1346ｍピーク通過する。 

このあたりから緩やかな下り坂が続く。 

鳥たちのさえずり、ウグイスの元気な鳴き声 

が響きわたり、励ましの声。 

見上げればタニウツギ、道の脇には花の群生 

アカモノ、イワカガミ、ゴゼンタチバナ、 

ツマトリソウ、マイヅルソウ。 

百瀬川を渡って栃谷登山口へ 

ブナのグリーンシャワーを浴びて 



9:52 標識登山口より 3km地点通過する。 

足を進めアップダウンがきつい。山頂もみえてくる。 

10:21 休憩 山頂まで頑張ろうもう少し。 

10:52 小休憩 汗をぬぐい水分補給する。 

標識登山口 4km地点通過する。ささ道を通り抜けこの先は頂上だ。 

11:06 前金剛(金剛堂山山頂 1637.8ｍ)に到着。1 班、2 班は到着している、続いて

4 班。ここには一等三角点、金剛蔵王権現を祭った祠がある。眺望は素晴ら

しいようなのですが少しガスっている。直ぐに次の行動へ。GCL さんから、

「ここで残る人とこの先中金剛に行く人に分けます、昼食は中金剛から下山

後。」この足でほとんどの人が向かったのではと思われる。自分も遅れをと

らないように班について中金剛をめざす。いったん下り坂だが、しばらくす

ると風衝草原（ふうしょうそうげん）（注 1）、道沿いには池塘もあり景色も

一変。富山藩主前田利保が登頂した際に詠んだ歌碑がある。コバイケイソウ

も群生している。来てよかった、疲れきった足も軽やかに。だが前方は急登

まだだ、お昼が待っている前進あるのみ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11:30 登り切った、中金剛(1650ｍ)に到着。何と狭い場所、数人しかとどまれない。 

先の班と入替えに直ぐ下山する。 

11:50 中金剛から前金剛に到着し急いで昼食をとる。遅れて 5班が到着している。 

12:10 集合写真の撮影。 

12:15 下山開始 先頭 5班から順番に 4班 3班 2班 1班出発する。 

13:07 休憩 下りは慎重にゆっくりと。 

13:25 片折岳を通過。 

13:35 小休憩 

14:15 小休憩 

14:55 登山口に到着、みなさんお疲れ様でした。 

少し遅れている方と同行している方を含め 3人を待つことに。 

15:34 全員揃う。ケガもなく全員が無事に下山できました。 

初参加の 4人の方から自己紹介と感想を伺う。 

前金剛から中金剛へと続く風衝草原 前金剛（金剛堂山山頂）にて 



16:20 八尾町民広場に到着。解散の前に全員で 5分間程のミーティングをする。 

提案事項①配車時の際、同乗者と運転者お互い名前呼掛けあう、みんなでフ

ォローする。②配車出発から現地までの区間、後続車の安全確認しながら運

転速度を心掛けてほしい。身近な意見でした、いつも配車運転して頂きあり

がとうございます。本日お天気も心配されましたが絶好の登山日和となりま

した。久々に会えた人、新緑の山、心地よい疲れ、今日一日を満喫しました。

お世話していただいた担当役員の方々ありがとうございます。本当にお疲れ

様でした。 

                                        

  （No.757 Ｍ・Ｎ）         

 

（注1） 風衝草原：山頂や尾根筋にある風の強い地帯を風衝地と言う。そのなかで

も草本植物（茎が柔らかく木質化しない）が優占する草原。 


